
NECとAnthropicの戦略的協業が示す「エー
ジェント型AI」の社会実装と国産AIの生存戦略 

Gemini 3.1 pro 
 

1. はじめに：フロンティアAIと国産AIが交差する歴史的転換点 
2026年は、日本のエンタープライズIT市場において、生成AIの活用が単なる「概念実証（PoC）」の段
階を完全に脱し、中核的な業務プロセスや基幹システムへの「社会実装」へと移行した決定的な転

換期として記憶される。その象徴的な出来事であり、業界構造そのものを揺るがす契機となったの

が、日本電気株式会社（NEC）と米国Anthropic（アンソロピック）社による、エンタープライズAI分野を
中心とした長期的かつ戦略的な協業の締結である 1。 
この協業は、単に海外の優れた大規模言語モデル（LLM）を国内のシステムインテグレーター（SIer）
が代理販売するといった、従来のソフトウェア流通の枠組みに留まるものではない。最先端の推論

能力を持つ「フロンティアAI（先端AI）」であるAnthropicの「Claude（クロード）」シリーズを基盤としな
がら、NECが長年培ってきた業種特化型の業務ナレッジや独自開発の生成AI「cotomi（コトミ）」を
シームレスに融合させる、極めて野心的なエコシステム構築の試みである 3。 
本レポートでは、ユーザーがプロンプトを入力して回答を得る受動的な「ツール」から、AI自身が目的
を理解し、タスクを分解して主体的に業務を遂行する自律的な「パートナー（エージェント）」へと進化

を遂げる技術的アーキテクチャを解剖する 4。さらに、国内IT大手による相次ぐ提携が引き起こした
「アンソロピック・ショック」の構造的背景を分析するとともに、過去の「デジタルの敗戦」を教訓に、日

本の国産AIがグローバルな巨大プラットフォーマーの覇権競争の中でいかにして生存し、独自の競
争優位性を確立していくべきかについて、多角的な視点から精緻に論述する 5。 

2. SI業界を揺るがす「アンソロピック・ショック」とビジネスモデ
ルの構造転換 
2026年4月後半から5月末にかけてのわずか1ヶ月強の間に、日本を代表するSIerであるNEC、日立
製作所、富士通の「御三家」が、相次いでAnthropicとの戦略的パートナーシップを発表した。この業
界内で「アンソロピック・ショック」と呼称される特異なドミノ現象は、日本のITインダストリーが直面し
ている根源的なビジネスモデルの転換を浮き彫りにしている 5。 
2.1 従来型システムインテグレーションの限界とAIによる価値の再定義 
日本のSI業界は長年にわたり、エンジニアの労働時間と単価を掛け合わせる「人月商売（プロジェク
トベースの受託開発）」によって莫大な収益を上げてきた。しかし、生成AI、特に「Claude Code」のよ
うなソフトウェアエンジニアリングに特化した高度なエージェントAIの登場により、コードの生成、デ
バッグ、テストの自動化が飛躍的に進展した 8。これにより、従来の労働集約型のアプローチは構造
的な価値の低下（陳腐化）を免れなくなり、各社はAIプラットフォームを通じた継続課金（リカーリン
グ）型のサービス収益モデルへのシフトを急速に迫られている 5。 
各社は、Anthropicが提供する最先端の推論能力を自社のプラットフォームに統合することで、この



パラダイムシフトの主導権を握ろうと熾烈な競争を繰り広げている。以下の表は、国内IT大手3社に
よるAnthropicとの提携状況とその戦略的焦点を比較したものである。 
 

企業名 提携発表日 導入対象規模 自社AI基盤・プラット
フォームとの統合戦

略 

NEC 2026年4月23日 グループ従業員約3
万人 

日本企業初の「グ

ローバルパート

ナー」。DX価値共創
モデル「BluStellar 
Scenario」へClaude
を統合。独自AI「
cotomi」とのエー
ジェント連携 3。 

日立製作所 2026年5月19日 グループ従業員約

29万人 
デジタルソリューショ

ンブランド「Lumada 
3.0」および自社AI基
盤「HMAX」への組み
込みによる生産性向

上 7。 

富士通 2026年5月27日 全社員約10万人 AIプラットフォーム「
Fujitsu Kozuchi」や
独自開発の日本語

特化LLM「Takane」と
Claudeの組み合わ
せ 7。 

 



 
 
2.2 サプライチェーン攻撃への対抗とAI駆動型セキュリティ 
さらに、この3社に共通する提携の強力な推進力として、近年劇的に悪化しているサイバー環境に対
する危機感が挙げられる。日本企業を標的としたサプライチェーン攻撃（セキュリティの甘い関連企

業や取引先を踏み台にして、最終的な標的である大企業へ侵入する手口）が猛威を振るう中、3社
はいずれもAnthropicの高度な分析能力をサイバーセキュリティ対策の中核に据えている 5。AIを活
用して膨大なログから未知の脅威を瞬時に検知・遮断するAI駆動型のセキュリティオペレーション
は、これからのITインフラ構築における必須要件となっており、提携の必然性を裏付けている。 

3. NECとAnthropicによるグローバルパートナーシップの全



貌 
NECが他社に先駆けて2026年4月23日に締結したAnthropicとの戦略的協業は、日本企業としては
初となる「グローバルパートナー」としての位置づけを獲得した点で、極めて特異かつ深度の深い提

携である 2。この協業は、単なるライセンス契約を超え、ソリューションの共同開発、大規模な社内展
開、そして次世代AI人材の育成を包括する戦略的取り組みとなっている。 
3.1 「BluStellar Scenario」への統合とエンタープライズソリューションの開発 
提携の中核となるのは、デスクトップ向けAIエージェントである「Claude Cowork」や、最新の言語モ
デル「Claude Opus 4.7」、さらに開発者向け支援ツール「Claude Code」を、NECが展開するDX価値
共創モデル「BluStellar Scenario（ブルーステラ シナリオ）」に深く統合することである 2。BluStellar
は、NECが蓄積してきた先進的なテクノロジーとビジネス変革の知見を体系化したプラットフォームで
あり、ここにClaudeの推論能力を組み込むことで、データ駆動型経営の実現や顧客体験（CX）の抜
本的な変革を目指している 3。 
両社は、この統合基盤を活用し、日本市場の厳格な要件に適合する「セキュアな業種別の業務特化

型AIソリューション」の共同開発を開始した。その第一弾のターゲットとして、高度なコンプライアンス
と正確性が求められる金融セクター、サプライチェーンの最適化が急務な製造セクター、そして厳格

なデータ保護が必須となる地方自治体向けソリューションが選定されている 3。 
3.2 3万人のAIネイティブエンジニア体制とCoEの設立 
技術を社会実装する上で最大のボトルネックとなるのが、それを扱う人材の不足である。NECはこの
課題に対し、途方もない規模の社内投資をもって応えている。同社は日本国内および海外のグルー

プ従業員約3万人に対してClaudeを展開し、世界でも最大規模となる「AIネイティブエンジニア」の体
制を構築する計画を推進している 2。 
この人材育成を牽引するため、NEC社内に高度なAI専門家を育成するための「Center of 
Excellence（CoE）」を新設した 7。特筆すべきは、このCoEにおいてAnthropic社から直接的な技術サ
ポートと専門的なトレーニングが提供される点である 8。AnthropicのCCOであるPaul Smith氏が「日
本を代表するテクノロジー企業の一つであるNECと協力できることを深く光栄に思う」と表明した通り 
2、この連携は、グローバル最高峰のAI知見をNECのエンジニアリング組織に直接注入し、日本市場
に最適化されたAIソリューションを量産するための強力なエンジンとして機能する。 
NECの執行役 副社長 兼 COOである吉崎敏文氏は、この長期的パートナーシップにより「日本市場
におけるAIの可能性を最大化し、大規模展開と協力を通じてAIおよびAIエージェント実装における当
社の能力をさらに強化できる」と、その戦略的意義を強調している 2。 

4. 「ツール」から「パートナー」へ：自律型AIエージェントのアー
キテクチャ 
現在の生成AI市場において、最も本質的かつ破壊的なパラダイムシフトは、AIの役割が根本的に変
容しつつあることである。これまでのAIは、人間が入力したプロンプト（指示）に対してテキストやコー
ドを「出力して終わる」という、受動的な「ツール（道具）」に過ぎなかった。しかし、NECがAnthropicと
の協業を通じて目指しているのは、ユーザーの曖昧な目標を理解し、自らタスクを分解し、必要なIT
ツールを操作して最終的な成果物をまとめ上げる「自律型AIエージェント（パートナー）」の実現であ
る 4。 



4.1 独自生成AI「cotomi」によるタスクの自律的オーケストレーション 
NECは、高度な専門業務の自動化による生産性向上を目指し、独自のAIエージェントサービスを
2025年1月から順次提供している 4。このアーキテクチャの心臓部として機能するのが、NECが独自
に開発した生成AI「cotomi（コトミ）」である 4。 
従来の業務プロセスでは、複雑な課題を解決するために、人間が業務フロー全体を見渡し、適切な

プロンプトを作成し、複数のAIやITシステムの出力を手作業でつなぎ合わせる必要があった。これに
は高度な専門知識、膨大な時間、そしてコストが要求され、AIの全社的な普及を阻む「プロンプトエン
ジニアリングの壁」となっていた 4。 
NECが構築したAIエージェント環境では、この壁が取り払われる。ユーザーが「来期のマーケティン
グ戦略を立案し、関連部署にスケジュールを共有して」といった抽象的な依頼を自然言語で入力す

ると、オーケストレーターであるcotomiがその意図を解釈し、自律的にタスクを細分化して必要な業
務プロセスを設計する 4。その上で、分解された個別のタスクに対して、「複雑な市況データの分析と
論理構成にはAnthropicのClaude」、「社内の機密データの検索にはオンプレミス環境のAI」、「スケ
ジュールの登録には既存のグループウェアAPI」といった具合に、最適なAIやITサービスを自動で選
択・連携させ、業務を実行する 4。 
 

 
 



4.2 専門知識不要のパラダイムと新たな働き方 
この「AI自身が主体的に仕事をする環境」が確立されることで、経営計画の策定、人材管理、マーケ
ティング戦略など、企業経営の中枢に関わる高度な専門業務において、ユーザーはAIの専門知識
がなくても劇的な効率化を享受できるようになる 4。人間の役割は、細かな手順を指示する「オペレー
ター」から、AIが自律的に組み上げたプロセスと出力結果を最終的に評価・承認する「オーソライ
ザー（承認者）」へと引き上げられる。 
「cotomi（コトミ）」という名称には、「ことばにより未来を示し、『こと』が『みのる』ように」というNECの
願いが込められており、まさに生成AIを軸に顧客と伴走する真のパートナーを目指す同社の哲学が
体現されている 4。NECは、このAIエージェントのサービス拡充を強力に推進し、2025年度末までに
生成AI関連事業単体で約500億円の売上を達成するという野心的な目標を掲げている 4。 

5. 業種特化型AIの最前線：金融セクターにおけるメガ共創 
汎用的なフロンティアAIがどれほど優れた論理推論能力やパラメーター数を誇ろうとも、そのままの
状態（素のAPI）では、エンタープライズ特有の複雑な業務要件、業界ごとの商慣習、そして厳格なコ
ンプライアンスを満たすことはできない。NECとAnthropicの協業が真価を発揮するのは、最先端の
LLMを業界固有のナレッジと掛け合わせ、堅牢なシステムとして組み上げる「特化型ソリューション」
の領域である。その社会実装の第一弾にして最大の試金石として位置づけられているのが、高い安

全性と正確性が極限まで要求される金融業界である 3。 
5.1 金融トップ7社との業界横断型イニシアティブ 
2026年6月11日、NECとAnthropicは、日本の金融市場を牽引する主要金融機関7社と連携し、AIを
活用した金融分野の新たな価値創出と社会実装に向けた前例のない規模の共創プロジェクトを開

始したと発表した 3。 
参画する金融機関は以下の通りであり、メガバンク、大手証券、生命保険、損害保険のトッププレイ

ヤーが名を連ねている。 
 

参画金融機関（順不同） 業態 

MS&ADインシュアランスグループホールディ
ングス 

損害保険・生命保険 

住友生命保険 生命保険 

大和証券グループ本社 証券 

三井住友トラストグループ 信託銀行 

三井住友信託銀行 信託銀行 



三井住友フィナンシャルグループ メガバンク 

明治安田生命保険 生命保険 

(出典：3)  

これほどの大企業群が競合の垣根を越えて一つのイニシアティブに集結した背景には、金融インフ

ラにおけるAI活用の難易度と、個社単独での技術検証（PoC）には限界があるという強い共通認識
が存在する。AI技術が急速に進化し、金融システムのあり方が根底から覆る中、金融インフラのレジ
リエンス（強靭性・回復力）を高めるためには、業界横断で知見を共有し、標準化された安全な実装

モデルを構築することが不可欠である 3。Anthropicの国際担当マネージングディレクターである
Chris Ciauri氏も、「日本の金融セクターへのClaudeの提供は優先事項であり、金融業界が求める
安全性と信頼性の水準を満たす形で活用を進める」と、この市場の重要性を強調している 3。 
5.2 金融共創における3つの戦略的柱 
この共同イニシアティブは、主に以下の3つの柱に沿って具体的な検討と実装が進められている 3。 

1.​ 金融サービスの品質および付加価値の向上： AIの高度な自然言語処理とデータ分析能力を
導入し、顧客一人ひとりのライフステージやリスク許容度に合わせた高度な金融商品のパー

ソナライズ提案、コールセンターにおける顧客対応の完全なインテリジェント化など、ユーザー

体験（UX）の抜本的な改善を図る 3。 
2.​ 業務プロセスの変革と生産性向上： 金融機関における膨大なコンプライアンス確認文書の処

理、与信審査の初期スクリーニング、法務ドキュメントの照合など、オフィスワークを中心とした

重厚なバックオフィス業務をAIエージェントに自律的に処理させる。これにより、人的リソース
を高付加価値な対人コンサルティング業務へシフトさせ、AI時代に求められる高度な働き方を
実現する 3。 

3.​ サイバーセキュリティ対策の強化とITモダナイゼーション： 金融機関のクラウドシフトや、レガ
シーインフラからモダンアーキテクチャへの移行（モダナイゼーション）に伴うセキュリティリスク

に対し、AIを活用した高度な監視・分析基盤を導入する。これにより、将来的な事業環境の変
化や未知のサイバー攻撃の脅威に対しても揺るがない、最高水準の安全性とレジリエンスを

構築する 3。 
この金融セクターで確立された「絶対に止まらない、絶対に情報漏洩を起こさない、かつハルシネー

ションを極小化する」ためのAI実装の型（ベストプラクティス）は、今後、製造業や自治体など、他の公
共性の高い領域への横展開の基盤となる。事実、NECはすでに株式会社ぎょうせいとの共同開発に
より、専門書籍のデータを取り込み、厳格なチューニングを施した「選挙事務特化型の生成AI」の実
証環境を構築しており、地方自治体職員の膨大な事務負荷の削減に向けた具体的な動きを加速さ

せている 10。 

6. 実装力を担保する「クライアント・ゼロ」戦略とサイバー防衛
の最前線 
NECが、金融機関をはじめとする極めて保守的な顧客層に対して、生成AIの社会実装において強力
な説得力を持たせている最大の理由が、「クライアント・ゼロ（Client Zero）」と呼ばれる独自の導入・



検証アプローチの徹底にある 8。 
6.1 自らを実験台とする「クライアント・ゼロ」の哲学 
クライアント・ゼロとは、自社（NEC自身）を自社が開発・提供する最新テクノロジーの「ゼロ番目（最
初）の顧客」と見立てる戦略である 8。AI技術、特に自律的に動くエージェント型AIは、理論上のベン
チマーク性能が高くとも、実際の業務プロセス（レガシーシステムとの連携、社内規定との整合性、

従業員のITリテラシーの壁など）に組み込んだ途端に、数多くの予期せぬ摩擦やハルシネーション
（もっともらしい嘘）を引き起こすリスクを孕んでいる。 
顧客にシステムを納入した後にこれらの問題に対処するのでは、プロジェクトは頓挫しかねない。そ

こでNECは、経営層の強力なトップダウンのもと、社内のあらゆる業務プロセスに対して積極的に「
Claude」や「cotomi」を適用している 8。特に、ソフトウェアの設計段階からテスト工程に至るシステム
開発の中枢業務においてAIエージェントを実稼働させ、エラーの洗い出し、UI/UXの改善、プロンプト
の最適化を自らの痛みを伴いながら徹底的に磨き上げている 8。 
「文書の要約ができるのはわかっても、具体的にどの業務プロセスでどう実践するとプラスなのかは

意外とわかりにくい」というエンタープライズ企業の普遍的な悩みに応えるため、NECはこの自社実
践によって蓄積された「実証知」と「実装力」をパッケージ化して提供している 11。顧客は、NECが自社
で既に最適解を見出した業務テンプレートを導入できるため、AI導入に伴う初期のトライアル・アン
ド・エラーのコストと時間を劇的に削減し、安全かつ迅速な業務革新（オペレーショナルエクセレンス

の向上）を実現できるのである 12。 
6.2 次世代サイバーセキュリティサービスへの統合 
このクライアント・ゼロの取り組みの中で、特に重要な成果を生み出しているのがサイバーセキュリ

ティ領域である。AI技術のコモディティ化は、攻撃者側にも高度な自動化ツールを提供する結果とな
り、サイバー攻撃はかつてない速度と複雑さで進行している。 
この脅威の非対称性を覆すため、NECは自社のセキュリティオペレーションセンター（SOC）の運用
基盤にAnthropicのAI技術を直接統合している 7。Claudeの卓越したコード解析能力や膨大なログ
データのパターン認識能力を活用することで、ネットワーク上の微細な異常挙動や、ソフトウェアに潜

む未知の脆弱性をリアルタイムかつ高精度に検知・分析することが可能となる。NECはこの知見を活
かし、顧客のデジタルインフラを高度なサイバー脅威から防御する「次世代サイバーセキュリティ

サービス」の高度化を進めており、これもまた協業の重要な柱となっている 3。 

7. 「デジタルの敗戦」を超えて：国産AIが世界で勝ち残るため
のハイブリッド戦略 
ユーザーの視点、そして日本経済の将来を考える上で最も重要な問いは、「圧倒的な資本力と計算

資源を持つグローバル巨大テック企業のフロンティアAIが席巻する中、なぜ国産AIが必要なのか」そ
して「国産AIはいかにして世界で勝ち残るのか」という点に集約される。 
7.1 繰り返された「デジタルの敗戦」の記憶 
過去30年間、日本の産業界は情報通信技術の転換期において、いわゆる「デジタルの敗戦」を繰り
返し経験してきた 6。1990年代、日本語の処理能力において一日の長があり、国内市場を席巻して
いた国産ワープロソフト「一太郎」は、Windows OSとWordをセットで提供するマイクロソフトの強烈
な世界戦略の前に市場シェアを奪われた 6。2000年代には、高度なハードウェア機能を誇った日本



の携帯電話（ガラケー）が、アプリケーション・エコシステムを構築したAppleのiPhoneに市場を完全
に明け渡した 6。さらに現在、企業のデジタルトランスフォーメーションを支えるクラウドサービス市場
も、AWSやMicrosoft Azureといった米国メガテック企業に独占されており、情報サービス分野におけ
る日本の貿易赤字は年間数兆円規模へと拡大の一途を辿っている 6。 
生成AIの基盤モデル開発においても、OpenAI、Google、Anthropicといった海外企業が、数千億円
規模のGPUクラスターを構築し、圧倒的な先行優位性を築き上げている 6。この状況に対し、ソフトバ
ンクグループの孫正義氏が「あっという間に日本は取り残されてしまう。真正面から日本はいまこそ

AIに最大限に取り組むべきだ」と強い危機感を表明し、国家主導の「国産AIの開発支援事業」が推
進されている 6。しかし、純粋なパラメーター数や汎用的な論理推論能力といった「素の性能勝負」
で、いまから海外のフロンティアモデルと正面衝突し勝利することは、資金力の差から見て極めて困

難な道である 6。 
7.2 性能勝負を避けた「顧客合わせ（Customer Fit）」の戦略 
この厳しい現実を前に、NECが提示する生存戦略は極めてプラグマティック（実利的）である。NECの
生成AI事業責任者である千葉雄樹氏は、「性能勝負で力比べをする意図は持っていない」と明言し
ている 6。彼らが突き詰めている国産AIの明確な勝ち筋は「顧客合わせ（Customer Fit）」にある 6。 
それは、何でもできる汎用的な巨大モデル（万能薬）を追求するのではなく、顧客の特定の業務課題

を確実に解決する「特化型モデル（処方箋）」を迅速かつ安全に提供することである。この戦略を具

現化するのが、海外のフロンティアAIと国産AIを適材適所で使い分ける「ハイブリッド・アーキテク
チャ」の構築である 7。 
7.3 ハイブリッド・アーキテクチャによる国産AIの優位性確立 
AnthropicのClaudeのようなフロンティアAIは、プログラミングコードの生成、複雑な数式処理、広範
な一般知識に基づく高度な論理推論において、「脳の前頭葉」として圧倒的な力を発揮する 14。一方

で、NECが独自開発した「cotomi」や、富士通の「Takane」といった国産モデルは、以下の領域にお
いて海外モデルでは代替不可能な絶対的な優位性（Moat）を持っている。 

1.​ 高度な日本語処理能力と文化的コンテキストの理解： 海外モデルは英語を中心に学習してい
るため、日本の独特な商慣習、複雑な敬語表現、微妙なニュアンスの汲み取りにおいて不自

然さが残ることが多い。一方、NECの「cotomi」は、最新の学習データとアーキテクチャを採用
した「cotomi Pro」および軽量高速な「cotomi Light」として継続的に進化しており、日本語の
LLMベンチマーク「Japanese MT-Benchmark」において、GPT-4やClaudeなどの世界的LLM
に匹敵、あるいは特定領域では凌駕する極めて高い精度を達成している 6。 

2.​ 機密データの保護とデータ主権（オンプレミス稼働）： 政府機関、地方自治体、防衛産業、そし
て金融機関など、国家の安全保障や経済の根幹に関わるセクターでは、社内の機密データや

国民の個人情報を海外のクラウドサーバーに送信すること自体が重大なコンプライアンス違

反、あるいは経済安全保障上のリスクとなる 7。国産モデルは軽量化されているため、顧客の
オンプレミス環境（自社サーバー内）や国内の閉域網で安全に稼働させることが可能であり、

「データ主権」を完全にコントロールできるという決定的な強みを持つ。 
3.​ 業種・業務への過学習（ファインチューニング）による適合： 顧客のレガシーシステムと深く連

携し、特定の業務ドメイン（例：為替BPOサービス、消防の119番通報における緊急度判定支
援など）に完全に特化させたモデルを作り上げるには、日本のエンタープライズの裏側を知り

尽くしたSIerのドメインナレッジが不可欠である 3。 



 

AIモデルの役割 利用する主な技術 適用する業務領域・

タスク 
期待される提供価値 

汎用・高度推論レイ

ヤー 
Anthropic Claude 
(Opus / Sonnet / 
Code) 

複雑な論理構築、膨

大なコード生成、多

言語翻訳、高度なプ

ロンプトの初期解釈 
3。 

世界最高水準の推

論能力による、未踏

の業務領域でのブ

レークスルー創出。 

特化・オーケストレー

ションレイヤー 
NEC cotomi (Pro / 
Light) 

タスクの自律的分解

（エージェント機能）、

高度な日本語ビジネ

ス文書の作成・要

約、特定業務への

ファインチューニング 
4。 

日本の商慣習への

完全適合。他サービ

スを適切に呼び出す

「司令塔」としての機

能。 

セキュア・データ保護

レイヤー 
国産モデルのオンプ

レミス稼働・独自クラ

ウド 

機密情報の照会、顧

客データベースとの

直接連携、防衛・金

融システムのログ解

析 7。 

完全なデータ主権の

維持。外部流出リス

クの遮断。コンプライ

アンスの厳格な遵

守。 

すなわち、世界の基盤モデル競争で単独で勝とうとするのではなく、最高峰のAI（Claude）を「脳」の
一部として戦略的に取り込みつつ、日本企業の複雑な業務プロセスと独自の機密データという「神経

網」を国産AI（cotomi）で繋ぎ込むこと。そして、業務を遂行する最終的な「アプリケーション・レイヤー
（業務の現場のインターフェース）」の主導権を完全に掌握することこそが、NECが描く国産AIの現実
的かつ強力な生存戦略なのである 11。 

8. 2030年への展望：AI社会実装と国家の安全保障 
NECのこうしたAI戦略は、同社が発表した「2030中期経営計画」（2026年度から2030年度までの5カ
年計画）の骨子を読み解くことで、さらにその全貌とスケールの大きさが明らかになる。 
NECは、15年以上にわたる厳しい経営・構造改革を経て、2024年度には時価総額が過去最高を更
新するなど、新たな成長フェーズに突入している 12。現在、株価収益率（PER）は0.78、自己資本利益
率（ROE）12%と強固な財務基盤を維持しつつも、市場からは依然としてフェアバリュー（適正価値）を
下回る割安な水準で取引されているとの評価もあり、AIトランスフォーメーションの成否が今後の企
業価値の飛躍を左右する局面にある 2。 
この中期経営計画において、NECは今後の成長を牽引する2つの巨大な車輪（成長軸）として、「AI
の社会実装」と「新たな安全保障の技術実装」を明確に掲げている 12。 
8.1 「AIの社会実装」とEnd to Endの価値提供 



ITサービス分野における「AIの社会実装」では、コンサルティング、システム構築、オペレーション・運
用・保守という3つの領域を一体化させた「End to End」の価値提供を強力に推進する 12。これは、単

にAIツールを販売して終わるのではなく、前述した「クライアント・ゼロ」による実践知を活用し、顧客
のビジネスモデルそのものをAI前提で再構築（AX：AIトランスフォーメーション）する支援である 12。社

内の文化面においても、AIと人が協働することを前提としたジョブ型人材マネジメントを深化させ、社
員一人ひとりが迅速な価値創造を実現できる「AIネイティブ企業」へのカルチャー変革を断行してい
る 12。こうした経営データドリブンなアプローチが評価され、NECは「Newsweek AI Impact Awards 
2026」のLeadership and Succession Planning部門を受賞するなど、国際的にも高い評価を獲得し
始めている 19。 
8.2 地政学リスクに対応する「新たな安全保障の技術実装」 
一方、社会インフラ分野における「新たな安全保障の技術実装」は、現在の緊迫する世界情勢を直

接的に反映した戦略である。世界的に地政学的緊張が高まる中、政府によるサイバー防衛強化を

目的とした法整備（サイバー対処能力強化法および同整備法：いわゆるACD法）が進むなど、防衛・
サイバーセキュリティ市場は急拡大を見せている 12。 
NECは、防衛事業とデジタルインフラを融合させたフルラインサービスを整備し、自社のサイバー脅
威監視・分析システム「CyIOC」や、AnthropicのAIを組み込んだ高度なセキュリティソリューションを
活用することで、この新たな国家安全保障のニーズに真っ向から応えようとしている 12。 
NECグループが2030年に向けて掲げたビジョン「Empower Humanity ～世界に革新と安心を届け
る～」は、単なるスローガンではない 12。AIのエージェント化による生産性の飛躍的向上（革新）と、強
靭なサイバー防衛網の構築（安心）という、国家と企業の存続に関わる2つの至上命題を、技術の力
で同時に解決していくという同社の強烈な決意の表明に他ならない 12。 

9. 結論：AI共創社会の実現に向けた次なるパラダイム 
NECとAnthropicによる戦略的協業は、生成AIの進化の歴史において、AIが受動的な「便利な道具
（ツール）」から、複数のサービスを束ねて自律的かつ主体的に業務を遂行する「頼れるパートナー

（エージェント）」へと変容を遂げた特異点として位置づけられる。 
この提携は、日本のIT業界の旧態依然とした人月型のビジネスモデルを破壊する「アンソロピック・
ショック」の引き金となった。しかし同時に、NECが自社を「クライアント・ゼロ」として徹底的にプロセス
を磨き、金融業界などと手を組んで厳格な業種特化型AIを構築する姿勢は、日本企業がAI時代にお
いてどのように付加価値を生み出し、競争力を維持していくべきかという明確なロードマップを提示し

ている。 
過去の「デジタルの敗戦」の苦い教訓を胸に、莫大な計算機資源の力比べによる消耗戦を意図的に

避け、「グローバルのフロンティアAI」の推論能力と、日本特有のコンテキストを理解し機密を保護す
る「国産特化型AI」を緻密にブレンドするハイブリッド戦略。そして、それを経済安全保障やサイバー
ディフェンスという国家レベルの課題解決に直結させる2030年への壮大なビジョン。 
これらが三位一体となって機能した時、日本の国産AIエコシステムはグローバル市場の荒波に飲ま
れることなく、社会インフラと企業活動の深部に根を張り、独自の強固な競争基盤を確立し、持続的

な成長を遂げることができるだろう。AIと人間が真の意味で協働する「AI共創社会」の幕開けは、まさ
にこの戦略的協業から始動している。 
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